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研究内容及び成果の概要 

 医療人類学では、なぜ近代医療と民俗医療が並行して利用されるのか、なぜ民俗医療の持続が可能なのか

、を問うてきた経緯がある。バリには今でも慢性病のようなさまざまな肉体的心理的病気や、ストレスのあ

るライフ・スタイルによって生じた不安が人々の中に満ちており、呪術医などの民俗医療者のところに来訪

するクライアントが多く存在し、近代医療に対して不信感をもっている。彼らの多くは病気が長引くと、近

代医療は不十分と感じ始め、超自然な存在に原因を求める傾向にある。そのような状況において、彼らは民

俗治療者を診察にもっとも適したものとみなすようになる。つまり病気と治療の文化的モデルが民俗治療者

と彼らの仕事の存続にきわめて深い関係であることを明らかにした。しかしここで、なぜクライアントと治

療者との間に、文化モデルの共有を可能にする密接な関係が維持できるのかという疑問が残る。今回の研究

においては、呪術医の信頼性がいかにして維持され更新されるかに着眼して調査を進めた。 

バリにおいては、患者と呪術医に通底する治療効果への確信を支えている大きな要素が、呪術医たちの演

出と言説である。前者は治療儀礼におけるパフォーマンスや治療の場所（宗教的雰囲気の演出）や道具立て

であり、後者は治療者自身が語る自分の能力や物語、そして他の治療者との対比である。本論ではこの二つ

の視座を中心に、バリの呪術医たちの治療パフォーマンスや自己評価、治療観と治療経験、他の呪術医に対

する評価を題材にして治療の説得力がいかに生成されるかを題材とした。言説空間における治療効果の語り

の説得力とは（1）治療者と患者の間で世界観を共有していること（2）呪術医と治療神の強い関係性（3）奇

跡的回復の物語の存在（4）村外から患者が来訪する著名性、（5）重病者の最終的な治療の受け入れ先にな

る、大きくこの五つに帰することがわかった。これら治療にまつわる語りが、バリの民俗医療における治療

効果に対する信頼性と医療文化システムを維持させ、また治療者と病者のあいだにバリ独自の治療の説明モ

デルを共有させることが明らかとなった。とりわけ呪術医と患者たちがバリ＝ヒンドゥーの世界観を共有し

続けることを可能にした背景には、呪術医たちの修練と治療実績、そして高い自己評価と他者批判なにより

敬虔な信仰心を基にした「清き人」という自己演出があったのである。 

           
写真1．治療に使用する蛇型の呪物        写真2．治療神を患者に憑依させる呪術医 

 

 上記の結果は、バリの人々の宗教的世界観を含めた治療姿勢を明らかにしており、代替医療の有用性や開

発医療研究へ応用できる基盤研究となると考えられる。 
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